
 

   

『だまされる』 
院長メモ 

 

最近はオレオレ詐欺とかネット上の特殊詐欺

とか、少し気を抜くと日常生活の中にだまされ

る事柄が紛れ込み、特に高齢者は大変な目にあ

っている。場合によってはだまされる方も悪い

と言いたげな社会状況であるが、思えば私もそ

こそこだまされた覚えがある。 

令和４年３月２９日（２０２２） 第０１０５号 

小学校に上がる前だと記憶しているが、３つ年上の姉にだまされた。 

私が母親からもらったジュースを持っているのを見て、そのジュースをくれたら不

思議なジュースを１０円で売っている店を教えてやる、と言う。なんでも“ビンの

底についている白いヒモを引っ張ると、いくらでもジュースが出てきてビンがいっ

ぱいになる。つまり飲んでも飲んでも減らないジュース”ということだった。私は

その場で姉にまんまとジュースを取り上げられ、早速小遣いの１０円玉を握りしめ

て教えられた店に行ったが「邦ちゃんだまされたんだ！」と店のおばさんに笑われ

た。これが私の記憶に残っている人生最初の“だまされた”経験である。姉は覚え

ていないと言うが、だまされた方はしっかりと覚えている。 

この姉はよく私をだました。小学校低学年の頃、姉・私・弟の３人で小遣いを貯め

てたまったら分けようということになり、私と弟は仏壇の中に隠した空き缶に毎日

小遣いを入れた。お金を入れるたびにカンカンと音がして嬉しく楽しみだった。あ

る日、缶のお金が突然無くなった。姉は「たぶん泥棒だ」とか言っていたが、あい

つに決まっている。当時まだそこまで気のまわらない私と弟は、ただ茫然とするし

か無かった。 

中学の頃、仙台の街中で若い人に呼び掛けられた。「学生さん、このチケットある

と１年間日本中の映画館で、タダで映画のロードショーを好きなだけ見れるよ。」

私はうれしくなってそのチケットを買い、次の日曜日を待って近くの映画館の入場

券売り場に出したが売り場のおばさんに「兄ちゃんもやられたんだ」と気の毒そう

に言われた。だまされたのは私だけでは無かったんだと自分を慰めた。 

時は経て大学の学生時代。パチンコ屋で隣の席の頭にタオルを巻いたタバコ臭いお

っさんが、突然話し掛けてきた。「お兄さん、俺すっかりスッてしまってさ、家に

帰るバス代も無いのさ。悪いけど少し貸してくれや。来週の今頃この店で利子付け

て返すからさ。」利子はともかく気の毒だと思いなけなしの数千円貸すことにした

が、以後同じパチンコ屋でおじさんを見かけることは無かった。 

さらに研修医の終わり頃、かつて虫垂炎で私達の病院に入院したことのある高校生

が訪ねてきた。親に相談出来ない手術をすることになったが、何しろ親の援助を頼

ることが出来ないとのこと。困ったあげく年の近い主治医だった私を頼ってきたら 
(裏面へ) 

 



 

 

このマガジンは当クリニックホームページ（クリニック便り）でもご覧になれます。 

検 索 ゆとりが丘クリニック 

 

※都合により変更になる事がございます。ご了承願います。 

（日曜・祭日は休診日です） 202２年４月 

診療日・時間 月 火 水 木 金 土 

午前診療 

9:00～12:30 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

午後診療 

15:00～18:00 ○ ○ 休 ○ ○ 休 

 

休診・診療時間のお知らせ 

○ = 休診日 ★ = 診療時間変更 

日 月 火 水 木 金 土 

 １ ２ 

③ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 

⑩ １１ １２ １３ １４ １５ １６ 

⑰ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ 

㉔ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ㉚ 

５/１ 5/2 5/３ 5/４ 5/５ 5/６ 5/７ 

 

休日当番医 

４月２９日(金祝)午後～５月５日(木)まで 

休診となります 
 

 

ゴールデンウィーク休診のお知らせ 
 

 

尚、２９日（金祝）は休日当番医の為診療いたします 
診療受付時間 9:00～12:30（午前のみ） 

 

しい。私も薄給の身を省みずそれなりの手助けをしたが、その後の消息は今もって

分からない。 

 

私の仕事は時に“だまし”という要素が入り込むことがある。私も仕事柄、心配性

の患者さんや大病を得て不安を抱えた患者さんや家族さんには、時に激励や慰め

の意を持って事実と大きく異なることはないとしても、やや遠回しに言ったり穏

かな表現で病状の説明をすることはある。医療は常に現実と科学のはざまを一定

の振り幅を保ちながら成立している。これは“だまし”でもなければ“ウソ”でも

ないだろうと、私は自分なりにこの行為を自分に納得させている。 

いずれにせよ、また事の大小はともかく、これまで幾度かだまされた経験をしてき

た。長く生きていればだまされることの１つや２つ経験するのだろうし、私自身も

大なり小なり同じような事をしてこの歳になっただろうことを考えれば、後から

考えた時にそれなりの納得というか諦めと言うか、出来ることならほんの少しの

笑いとともに思い出すことが出来るようであれば、それはそれでよろしい、と私は

思っている。 

ちなみに、家内は前から物をしゃべるタイプではなかったが、結婚前に付き合って

いた頃「私は人生を共にすると心に決めた人には優しく尽くすタイプだと思う。」

とつぶやくように言ったのを私は聞いたような気がするが、多分私の思い違いだ

ったのだろう。 

 


